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会    議    録 
会議の名称 第９回南方地域学校再編準備委員会 

開催日時 

 

 

令和５年 11月 21日（火） 

午後７時 00分 開会 

午後７時 50分 閉会 

開催場所 南方総合支所 ２階 大会議室 

委員出席者 

髙 橋  辰   委員 南方小学校ＰＴＡ 

佐々木 佑 貴  委員 西郷小学校ＰＴＡ 

熊 谷 竜 也  委員 東郷小学校ＰＴＡ 

髙 橋 正 則  委員長 南方中学校学校運営協議会 

永 浦 勝 男  委員 南方小学校学校運営協議会 

堀 内 正 孝  委員 西郷小学校学校運営協議会 

伊 藤 幹 生  委員 東郷小学校学校運営協議会 

山 田 俊 道  副委員長 南方地域行政区長会 

高 橋 佳 代  委員 南方幼稚園ＰＴＡ 

浅 野 貴 弘  委員 南方保育所父母の会 

事務局出席者 

小 林 和 仁 教育部長 

津 藤  順 学校再編推進室長 

千 葉 道 宏 学校再編推進室長補佐兼学校再編推進係長 

西 條 貴 伸 学校再編推進室主事 

佐 藤 春 香 学校再編推進室主事 

欠席者 星  英 明  委員 南方中学校ＰＴＡ 

傍聴者 ０名 

議事 

(1)  南方地域における学校再編の検討経過について（報告） 

(2)  統合校の位置等に係る検討結果について（報告） 

(3)  南方地域学校再編実施計画（案）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議事 

 

 

 

 

委嘱状交付 

 

事務局 

 

委員長 

 

 

事務局 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

事務局 

 

開会 午後７時 00分 

 

（新任委員へ委嘱状を交付） 

 

議事に入る。進行は委員長にお願いする。 

 

 まず、議事１「南方地域における学校再編の検討経過について」事務局

に説明を求める。 

 

（資料に基づき説明） 

 

 説明のあった内容について、質問等はあるか。 

 

 （質問等なし） 

 

ないようなので、議事２「統合校の位置等に係る検討結果について」事

務局に説明を求める。 

 

（資料に基づき説明） 
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委員長 

 

委員 

 

事務局 

 

委員長 

 

 

 

事務局 

 

 

委員長 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

事務局 

 

委員長 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 説明のあった内容について、質問等はあるか。 

 

 資料に記載の想定スケジュールどおり進んでいくということで良いか。 

 

 このスケジュールで進めていきたいと考えている。 

 

 前回（第８回）会議の当委員会の総意に応えていただくような結果にな

ったのではないかと思う。ただ、最終的には議会等の承認を得ないと進ん

でいかないことだと思うが、どうか。 

 

 予算が伴うので、決定には議会の承認が必要である。南方の教育環境を

いち早く整備するため、最善を尽くして説明し、進めていきたい。 

 

 ほかに質問等はあるか。 

 

 (仮称)地域交流センターよりも先に完成するという認識で良いか。 

 

 現時点で、(仮称)地域交流センターの工事完了は令和 12年度の予定で

ある。南方地域の統合小学校は、令和９年度に工事が完了する予定であり、

統合小学校の方が先に完成する想定である。 

 

 ほかに質問等はあるか。 

 

（なし） 

 

では、議事３「南方地域学校再編実施計画（案）について」事務局に説

明を求める。 

 

（資料に基づき説明） 

 

 この委員会としてやらなければならないことは、実施計画案のうちの

「合意事項」の確認になってくると思う。委員の皆さんには団体の代表と

して来ていただいているが、いまの事務局からの説明を踏まえ、いったん

団体の意見をまとめていただき、その意見をもって、次回の委員会で協議

をし、合意形成を図るという流れになると思うが、なにか質問等あるか。 

 

 合意事項のうちの「通学支援」についてだが、スクールバス等による通

学支援の基準が明確でない。特に南方町域外から通学する児童への対応に

ついて、団体内の意見をまとめるのに必要なので、明確にしてほしい。 

 

 小学校には学区（通学区域）があり、原則として定められた学区の児童

が、統合小学校に通学することになる。学区外からの通学が認められる場

合もあるが、これは例外であり、スクールバスの運行は学区内、南方町域

内での運行になる。学区外から通学する児童までスクールバスで通学支援

することは非常に難しいことなので、ご了承いただきたい。 

また、教職員の配置等の学校運営のためにも、学区の定めは重要なもの
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委員 

 

 

事務局 

 

 

委員長 

 

なので、ご理解いただきたい。 

 

 スクールバスについては、現実的に全員が家の前から乗れるわけではな

い。ある程度、決められた場所に集まって乗車することになると思う。学

区外から通学する児童がスクールバスを利用したいというのであれば、最

寄りの停留所までは保護者等に送ってもらうとか、そうして利用すること

は考えられるだろうと思う。 

 

 南方小学校など、自転車で通学している地区もある。スクールバスの利

用や自転車通学についての具体的な事項は、今後、学校運営のなかで決定

していくことになるので、ご了承いただきたい。 

 

 承知した。 

 

 駐車場についてだが、南方庁舎と統合小学校は同じ駐車場を共用するよ

うになるのか、それとも南方庁舎利用者用とは別に駐車場が用意されるの

か。 

 

 駐車場の配置については、敷地をどのように使うのが最も合理的で学校

運営に適しているかを考慮しながら、基本設計で決めていくことになる。

今後の開校準備委員会で意見をいただきながら、最善の方法を考えていき

たい。 

 

 施設の整備については、具体的な要望が先に出てしまうところだが、ま

ずこの委員会としてすべきことは、説明された実施計画案に合意できるか

どうかを決めることだと思う。具体的な話は、設計が示された時に意見し、

反映してもらえるか検討してもらうということになると思う。 

 

 実施計画案の資料はホームページで公開しないとのことだが、団体で意

見集約するために、今回の配布資料の一部をコピーして配布してもよい

か。 

 

 差し支えない。 

 

 ほかに質問等がなければ、事務局からほかに何かあるか。 

 

 次回の会議日程について相談したい。各団体での意見集約に３週間程度

必要と見込んで、12月 11日頃を想定しているが、いかがか。 

 

 団体での意見集約の方法は、アンケートのような書面による方法でもよ

いのか。 

 

 意見の集約方法については様々あると思うが、どのような方法で意見集

約するかは、各団体の判断で良い。 

 

 意見集約の方法については各団体で決めるとして、期間は３週間で十分

か。 
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委員長 

 

 

 

事務局 

 

（異議なし） 

 

 では、次回の会議は事務局案どおり 12月 11日とする。 

 その日までに各団体での意見集約をお願いする。 

 以上で、議事を終わる。事務局に進行を戻す。 

 

 以上で本日の会議を終了する。 

 

閉会 午後７時 50分 

 


